
令和７年度 第２回 佐鳴台中学校運営協議会 会議録（要点記録） 
 

１ 開催日時 令和７年10月６日（月）  
校内授業参観 （13時20分から14時 00分） 

学校運営協議会（14時00分から15時 30分） 
 

２ 開催場所 佐鳴台中学校 会議室 
 
３ 出席委員 栗田 高典   橋本 博行   嶋津 歌絵   大野 淳子   

宮地 亮    尾上 定    岩本 美雪 
中野 昭良 （学校支援コーディネーター） 

 
４ 欠席委員 鈴木 清吾 
 
５ 学  校 榊原 秀洋 （校長） 鈴木 美音子 （教頭） 

   坪井 秀臣 （教務） 池野 誠   （生徒指導主事） 

鈴木 淳子 （CSディレクター） 

 
６ 傍聴者  なし 

 
７ 記録作成者 CSディレクター 鈴木 淳子 
 
８ 議長の選出 

司会の教務から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、中野委員から会長を 
推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 
 

９ 協議事項 
（１）学校生活アンケート、全国学力・状況調査の結果報告と検討 
（２）学校が必要とする支援について 

 
１０ 会議記録 

司会の教務から、委員総数９人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会 
議が成立している旨の報告があった。 

     
（１） 授業の様子から 

・学年によって一クラスの人数に差があるが、タブレットを用いた授業などで人数に 
よる不都合や大変なことはないのか。（栗田会長） 

→人数が多い、少ないことによる不都合や大変なことは特にはない。タブレットを利 
用し、リモート授業に参加する生徒もいるため、タブレットが役立っている。  
（教務） 

・２年生は一クラスの人数が多く、体も大きくなっている。教室にゆとりがなく、他 

の生徒との距離が近いように感じた。他者との距離が近いことが苦手な生徒もいる 
と思う。（岩本委員） 

 
（２） 学校生活アンケート、全国学力状況調査の結果報告と検討について 

教務から別紙資料に基づき、学校生活アンケート、全国学力・状況調査の結果報告と 
検討について説明があり、委員からは以下の発言があった。 
・学校生活アンケートについて、全体としてよい結果だが、保護者アンケート「学校は、
いじめのない学校、学級、集団づくりに取り組んでいますか」という質問に対して２年 
生は１、３年生と比べて割合が低かった。学校はどのように分析をしているのか。 
（宮地委員） 



 →２年生保護者の回答数自体が多くなかった。そのため一部の意見で割合が高くなって
しまった面もある。そのためアンケートの回収について、呼びかける方法も検討して
いく必要もある。その他にも言語の問題があり、回収率を上げるにあたっても難しい
面もある。そのため授業の様子なども含め、正しい情報を発信していくことも大切で
あると捉えている。（教務） 

 ・アンケート結果がよいことも、自分の子どもも学校が毎日楽しいと言っているし、学
校がよい雰囲気で運営してもらえて「ありがたい」と思っている。（尾上委員） 

 ・学力状況調査について、外国籍の生徒も多いと聞いていたが、全国や県の平均を上回
っており、頑張っていると感じた。（大野委員） 

 →取り出し授業を行っている外国籍の生徒もいるが、前向きな生徒や保護者がいること
や進路に向けて頑張っている生徒も多くいると感じている。（校長） 

 
（３） 学校が必要とする支援について 

教務から学校が必要とする支援について説明があり、委員からは以下の発言があった。 
・合唱指導やピアノ指導は特別授業などやっていただける人などを紹介したらよいの 
か。（栗田会長） 

 →特別授業だけではなく、放課後等の時間に教えていただける方を紹介していただきた 
い。（教務） 

     →佐鳴台地区には、ピアノ教室を行っている方も多くいる。（栗田会長） 
・支援のために来校する頻度や条件などはあるのか。（島津委員） 
→採用にあたっては、面談にて調整させていただく。部活動についても地域移行する 
のでバイタリティのある方がいたら情報提供いただきたい。まずはどのようなジャ 
ンルでも構わないのでアイディアを教えていただきたい。一回限りでもよい。 
（校長） 

→小学４～６年生が体育振興会の方からモルックを教えてもらっている。（島津委員） 
→租税教室なども考えられるのではないか。（宮地委員） 
→協働センターで活動している裁縫サークルなどがあるのではないか。協働センター 
に問い合わせてみることも一つではないか。（橋本委員） 

→小学校では、年度初めに保護者に対してさくら連絡網でボランティアを募っていた。 
（岩本委員） 
→ボランティアを募ることを学校が行ってきたが、今はCSとしてボランティアを募集 
していることが多い。今回いただいた意見を参考にしながら、CSからの力も借りて 
来年度に生かしていきたい。（校長） 

     ・交通安全については自治会の力を借りて行うことが多いのか。（栗田会長） 
     →多いわけではないが、半分くらいは協力している。自治会として中学校には、佐鳴 

湖クリーン作戦、協働センター祭り、敬老会などのボランティアをお願いしており、 
大変助かっている。（橋本委員） 

 
その他報告事項等 
    ・夏休みの補充学習について 
     →今年度も同様に行った。今後も続けていく。 
    ・総合的な学習の時間と地域の連携（職場体験） 
     →今年は博物館に受け入れてもらえる可能性ある。当日見てまわろうと思っている。

（中野委員） 
 
連絡事項 
（１） 学校運営協議委員について 

２期６年を迎える方が退任になる。次回の運営協議会までに連絡を差し上げる。 
（２）学校運営協議会自己評価表について（〆切11月 28日） 
（３）３年生の面接練習（私立1月末、公立２月末予定） 
   今年度もお願いしたい。またお声がけさせていただく。 
（４）今後の予定確認 

次回会議は令和８年２月13日（金）午後２時00分から午後３時30分まで佐鳴台中 
    学校会議室で開催する。 


